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義
憲
（
前
第
１
分
団
長
）、
古
賀
金
二
（
４
）

▽
勤
続
章
＝
吉
原
益
人
（
前
第
３
分
団
班

長
）、
古
賀
金
二
（
４
）

【
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
▽
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
表

彰
＝
第
６
分
団
▽
優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰
＝

市
婦
人
会
消
防
ク
ラ
ブ
▽
永
年
勤
続
表
彰

（
35
年
）
＝
中
村
明
彦
団
長
▽
同
（
30
年
）

＝
平
川
親
義
副
団
長
、
戸
川
洋
二
郎
（
２
）、

扇
雅
彦
（
３
）
乗
富
正
彦
（
19
）
▽
同
（
25
年
）

＝
荒
巻
孝
治
（
９
）、
松
藤
政
彦
（
11
）
▽

同（
20
年
）＝
田
中
茂
廣（
１
）、近
藤
亮（
３
）、

金
子
隆
（
同
）、
安
永
勝
德
（
同
）、
中
島
平

二
郎
（
６
）、
大
薮
勝
則
（
７
）、
古
賀
隆
之

（
８
）、
田
中
明
徳
（
９
）、
武
藤
修
司
（
11
）、

古
賀
久
師
（
15
）、
下
川
嘉
英
（
16
）、
下
川

聡
（
同
）、
宮
﨑
隆
徳
（
同
）、
河
口
英
一

（
18
）
▽
同
（
15
年
）
＝
江
崎
芳
孝
（
１
）、

江
﨑
智
次
（
３
）、
内
田
太
（
同
）、
北
原
賢

治
（
同
）、德
永
貴
大
（
同
）、山
田
邦
勝
（
同
）、

松
本
耕
二
（
４
）、
山
田
恭
史
（
５
）、
宮
川

広
幸
（
６
）、
廣
松
幸
一
（
７
）、
大
渕
和
也

（
同
）、
金
子
英
敬
（
９
）、
荒
巻
一
成
（
同
）、

待
鳥
真
（
同
）、
武
藤
雅
裕
（
10
）、
田
中
勝

久
（
11
）、久
冨
健
一
（
12
）、田
中
訓
（
13
）、

桝
永
秀
之
（
14
）、
石
川
修
（
17
）、
池
松
俊

彰
（
19
）

【
柳
川
市
長
表
彰
】▽
永
年
勤
続
表
彰（
35
年
）

＝
中
村
明
彦
団
長
▽
同
（
30
年
）
＝
平
川
親

義
副
団
長
、
戸
川
洋
二
郎
（
２
）、
吉
原
益

人
（
前
第
３
分
団
班
長
）、
扇
雅
彦
（
３
）、

古
賀
金
二
（
４
）、
乗
富
正
彦
（
19
）
▽
同

（
25
年
）
＝
富
安
信
一
郎
（
１
）、
松
藤
政
彦

（
11
）
▽
同
（
20
年
）
＝
田
中
智
徳
（
１
）、

近
藤
亮
（
３
）、
金
子
隆
（
同
）、
安
永
勝
德

（
同
）、中
島
平
二
郎
（
６
）、木
下
秀
一
（
同
）、

大
薮
勝
則
（
７
）、
古
賀
隆
之
（
８
）、
田
中

明
徳
（
９
）、
武
藤
修
司
（
11
）、
古
賀
久
師

（
15
）、
下
川
嘉
英
（
16
）、
下
川
聡
（
同
）、

宮
﨑
隆
徳
（
同
）、
河
口
英
一
（
18
）
▽
退

団
幹
部
感
謝
状
＝
龍
義
憲
（
前
第
１
分
団

長
）、
古
賀
義
之
（
前
第
３
分
団
長
）、
藤
井

達
也
（
前
第
10
分
団
長
）、
古
賀
和
男
（
前

第
15
分
団
長
）、
川
島
祐
行
（
前
第
17
分
団

長
）、
目
野
弘
行
（
前
第
20
分
団
長
）

春
恒
例
の
市
消
防
出
初
式
が
１
月
８

日
、
市
民
三
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
に
は
、
市
内
の
20
の
分
団
と
本

部
の
団
員
５
０
０
人
、
市
消
防
本
部
の
職
員

27
人
、
消
防
車
両
21
台
が
参
加
し
、
今
年
１

年
の
消
防
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

入
場
行
進
で
は
、
金
子
市
長
や
中
村
明
彦

消
防
団
長
、
来
賓
な
ど
が
見
守
る
中
、
団
員

た
ち
は
、
吐
く
息
が
白
く
な
る
ほ
ど
の
寒
さ

を
感
じ
さ
せ
ず
堂
々
の
入
場
行
進
。そ
し
て
、

分
団
ご
と
に
整
列
し
て
人
員
報
告
が
あ
っ
た

後
、
団
員
の
服
装
に
乱
れ
な
ど
が
な
い
か
、

金
子
市
長
や
中
村
団
長
ら
が
点
検
す
る
観
閲

を
行
い
ま
し
た
。

　

小
隊
訓
練
で
は
第
９
分
団
が
、
息
の
合
っ

た
整
列
や
行
進
な
ど
を
披
露
。
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
行
っ
た
第
12

分
団
と
、
ポ
ン
プ
車
操
法
を
行
っ
た
第
16
分

団
は
、
機
敏
で
正
確
な
動
作
で
炎
に
見
立
て

た
標
的
に
向
け
放
水
し
、
参
観
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
子
市
長
は
「
昨
年
は
観
測
史
上
最
大
の

地
震
が
あ
っ
た
。
災
害
か
ら
柳
川
を
守
る
た

め
、
ま
す
ま
す
訓
練
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
。
続
い
て
古
賀
輝
昭
消
防
長
が

「
日
ご
ろ
の
皆
さ
ん
の
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
市
内
の
防
火
活
動
に
ご
協
力

を
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
中
村
団
長
は
「
年

間
の
火
災
件
数
は
こ
の
３
年
間
、
20
件
以
下

が
続
い
て
い
る
が
増
加
傾
向
。
気
を
引
き
締

め
て
消
防
団
活
動
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

年
勤
続
15
年
以
上
な
ど
の
主
な
被

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

略
、
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
所
属
分

団
）。

【
総
務
大
臣
表
彰
】
▽
緊
急
消
防
援
助
隊
表

彰
＝
市
消
防
本
部

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】
▽
永
年
勤
続
功
労
章

＝
菊
次
博
副
団
長

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
▽
永
年
勤
続
感
謝
状

＝
田
中
茂
廣
（
１
）、
近
藤
亮
（
３
）、
金
子

隆
（
同
）、
安
永
勝
德
（
同
）、
中
島
平
二
郎

（
６
）、
大
薮
勝
則
（
７
）、
古
賀
隆
之
（
８
）、

田
中
明
徳
（
９
）、
武
藤
修
司
（
11
）、
古
賀

久
師
（
15
）、下
川
嘉
英
（
16
）、下
川
聡
（
同
）、

宮
﨑
隆
徳
（
同
）、
河
口
英
一
（
18
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】
▽
精
績
章
＝
龍
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気
持
ち
新
た
に
平
成
24
年
の
消
防
活
動
を
ス
タ
ー
ト

市
消
防
出
初
式
で
威
風
堂
々
の
姿
見
せ
る

1

2 3 4

①金子市長や中村団長らから観閲を受ける消防団員

②息の合った小隊訓練を披露した第 9 分団

③機敏な動きで小型ポンプ操法を行った第 12 分団

④�消防庁長官表彰で永年勤続功労章を受章し表彰状を受け取

る菊次博副団長

新

永

消防団活動
　消防団の歴史は、今から約
280 年前の江戸時代にまでさ
かのぼります。8 代将軍徳川
吉宗が、江戸南町奉行所の大
岡越

えちぜんのかみ

前守に命じて組織させた、
江戸の町火消しがルーツとい
われています。
　消防団は、市町村に設置さ
れる消防機関で、現在全国で
2275もの消防団が組織されて
います。全消防団員数は約 88
万人で、そのうち女性消防団
員は約 1万 9000 人です。
　消防団員は、消防署の消防
隊員と協力して消火活動を行
うほか、風水害などで水位の
警戒や土のう積みなどの災害
活動を行っています。また、
訓練や防火を呼びかけるなど、
地域のために活躍しています。

みんな知ってる？

市民の信頼と
期待に応えて


